
1 月の二測定では、どの学年も性に関する保健指導を行いました。 

内容は、１・2 年「いいタッチ・わるいタッチ」と題して、同じ題名の絵本

の読み聞かせから、心が変だと感じるタッチは悪いタッチで、いやだと声をあ

げること、大人に助けを求めること、プライベートゾーンは 

どうして大事か、というお話をしました。性被害のニュースが絶 

えない昨今ですが、おうちの方でも「自分の体は自分だけのもの、 

プライベートゾーンに関する話はタブーではない」ということ、 

この機会にぜひお伝えください。 

3 年「おへそのひみつ」と題して、「なぜ人間にだけこんなに存在感のあ

るおへそがついているのか？」という少し哲学的な問題提起から、おなかの

中で赤ちゃんが育つ様子と、子どもたち自身がどんなに大切に育ててもら

ったか、家族のありがたさ、命の大切さについてお話ししました。子どもた

ちの生まれる前のこと、生まれた日のこと、あなたは宝物だよと、愛情いっ

ぱいに子どもたちに話していただけたらありがたいです。 

4 年「いのちのつながり」と題して、教科の保健で学んだ 

二次性徴の発展として、卵子が精子に出会うまでの神秘的な 

映像を視聴しました。奇跡の連続でみんなの命が始まったこ 

と、親は自分の命に代えてでも子どもの命を守りたいと思っ 

ているということ、自分の命と同じく友だちの命・心も傷つけることなく過ご

してほしいとメッセージを送りました。 

5・6年「心のキョリ・体のキョリ」と題して、人間関係が複雑になる思春

期の子どもたちに、パーソナルスペースや性被害についても触れながら、友だ

ちとの付き合い方で大切にしてほしいことをお話しました。子どもは大人に

守られる権利があること、心が変だと感じるときは周囲の雰囲気に惑わされ

ることなく、NO！GO！TELL！助けを求めてほしいと伝えました。 

 性に関する話題はなかなか家庭でもしにくいと思いますが、 

『あなたが大切だ』ということをお話しいただければありがた 

いと思います。 
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